
党
区
議
団
は
、
保
育
園
に
こ

ど
も
を
預
け
て
い
る
子
育
て
世

帯
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
ふ
た

り
目
か
ら
の
保
育
料
を
無
料
に

す
る
条
例
改
正
を
準
備
し
、
各

会
派
に
共
同
提
案
の
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

当
区
議
団
六
名
と
、
他
三
名
で
、

「
港
区
保
育
の
実
施
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

を
提
出
し
ま
し
た
。

現
在
、
ふ
た
り
目
以
降
の
保

育
料
は
、
収
入
に
よ
っ
て
五
割
、

六
割
、
七
割
に
軽
減
し
て
い
ま

す
。家
賃
も
物
価
も
高
い
港
区
で
、

子
育
て
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
世

帯
へ
の
支
援
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
提
案
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
区
民
要
求
に

も
と
づ
い
て
様
々
な
条
例
を
提

案
し
て
い
く
予
定
で
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
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なんでも相談会
４月２５日(火) ５月２５日(木) 午後７時より 白金福祉会館集会室 弁護士・専門家が
対応します 事前にご予約下さい ご相談は無料です 毎月２５日(土・日・休日は翌日)

（１）

日
本
共
産
党
演
説
会

日
時

５
月
17
日(

水)

午
後
７
時

場
所

日
比
谷
公
会
堂

主
催

日
本
共
産
党
東
京
都
委
員
会

＝弁士＝

日
本
共
産
党
委
員
長
・
衆
議
院
議
員

志
位
和
夫

参
議
院
東
京
選
挙
区
予
定
候
補

田
村
智
子

①
出
産
祝
金
条
例

（
出
産
に
際
し
十
万
円
の
祝
い

金
支
給
）
＝
二
〇
〇
五
年
第
四

回
定
例
会
に
提
出
。

【
そ
の
結
果
】
区
が
出
産
費
用

の
五
〇
万
円
を
上
限
と
し
て
、

保
険
か
ら
で
る
費
用
の
差
額
を

助
成
。
〇
六
年
四
月
実
施
。

②
卒
業
ア
ル
バ
ム
助
成
条
例

（
小
中
学
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム

作
製
に
対
し
て
、
一
人
一
万
円

を
助
成
）
＝
二
〇
〇
五
年
第
二

回
定
例
会
に
提
出
。

【
そ
の
結
果
】
区
が
、
卒
業
ア

ル
バ
ム
作
成
費
の
一
部
助
成
、

社
会
科
見
学
（
演
劇
教
室
・
美

術
館
）
入
館
料
、
移
動
教
室
、

夏
季
学
園
の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部

経
費
負
担
。
補
助
教
材
費
購
入
、

漢
字
・
英
語
・
数
学
検
定
支
援
。

〇
六
年
四
月
実
施
。

③
子
ど
も
医
療
費
助
成
条
例

（
小
学
校
六
年
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
）
＝
二
〇
〇
四
年
臨
時

区
議
会
に
提
出
。

【
そ
の
結
果
】
区
が
、
小
学
校

６
年
生
ま
で
の
入
院
医
療
費
無

料
化
を
実
施
。
〇
四
年
四
月
か

ら
。そ
の
後
、
党
区
議
団
が
予
算

要
望
で
中
学
三
年
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
要
求
。
そ
の
結

果
、
区
が
、
中
学
三
年
生
ま
で

の
入
院
・
通
院
・
食
費
の
完
全

無
料
化
を
〇
五
年
四
月
か
ら
実

施
。

④
大
規
模
災
害
被
災
地
の
支

援
に
関
す
る
条
例

（
被
災
自
治
体
か
ら
の
要
請
が

な
く
て
も
区
が
体
制
を
と
り
必

要
な
具
体
的
支
援
実
施
。
区
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
。
必
要

な
防
災
器
材
の
貸
し
出
し
）
＝

二
〇
〇
四
年
第
四
回
定
例
会
で

条
例
案
を
準
備
。
全
会
派
に
共

同
提
案
呼
び
か
け
。

【
そ
の
結
果
】
区
が
同
様
の
条

例
を
提
出
。
〇
五
年
四
月
実
施
。

⑤
重
度
要
介
護
高
齢
者
手
当

条
例
（
都
が
廃
止
し
た
「
寝
た
き
り

手
当
」
の
復
活
・
要
介
護
度
四
・

五
の
在
宅
者
に
月
額
一
万
円
支

給
）
＝
二
〇
〇
五
年
第
二
回
定

例
会
に
提
出
。

【
そ
の
結
果
】
保
健
福
祉
常
任

委
員
会
で
現
在
審
議
中
。
審
議

の
中
で
区
と
し
て
、
対
象
と
な

る
方
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ふ
た
り
目
か
ら
の
保
育
料
を
無
料
に

党
区
議
団
六
名
含
め
九
名
で
条
例
改
正
の
提
案

日
本
共
産
党
港
区
議
団
（
六
名
）
は
、
こ
の
間
、

区
民
要
望
を
も
と
に
条
例
提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
貴
重
な
成
果
が
実
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

今
後
も
新
し
い
提
案
を
行
い
ま
す
の
で
、
区
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
要
望
・
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

地震対策・家具の転倒防止器具の
購入費助成が始まっています

高
齢
者
・
障
害
者
に
は

取
り
付
け
も
援
助

地
震
に
よ
る
家
具
の
転
倒
防
止
器
具
（
突
っ

張
り
棒
、
転
倒
防
止
板
、
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
な
ど
）
の
助
成
制
度
の
利
用
受
付
が
四
月

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
（
無
料
の
範
囲
あ
り
）

党
区
議
団
は
、
地
震
時
に
家
具
の
転
倒
で
下

敷
き
に
な
っ
た
り
、
逃
げ
場
が
ふ
さ
が
れ
な
い

た
め
に
、
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け
支
援
を

行
う
よ
う
た
び
た
び
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

お
申
し
込
み
は
、
各
総
合
支
所
か
、
港
区
防

災
課
防
災
係

（
三
五
七
八
）
二
一
一
一
内
線

二
五
四
一
ま
で
。
対
象
は
港
区
民
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
申
込
先
も
し
く
は
星
野

た
か
し
区
議
宅
（
三
四
四
九
）
一
二
〇
二
ま
で
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二
〇
〇
六
年
度
一
般
会

計
予
算
に
対
し
て
、
区
政
史
上

初
め
て
修
正
案
を
提
出
し
ま
し

た
。内
容
は
、

①
全
介
護
保
険
在
宅
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
者
負
担
三
％
に
軽
減
す

る
。
必
要
予
算

約
一
億
五
百
万
円

②
重
度
要
介
護
高
齢
者
手
当
て

（
介
護
度
４
・
５
の
人
に
一
万

円
支
給
。
対
象
九
五
八
人
）

必
要
予
算
一
億
四
千
九
百
万
円

③
小
学
校
入
学
支
度
金
を
支
給
。

（
二
万
円
。
対
象
一
一
九
四
人
）

必
要
予
算

約
二
千
三
百
万
円

④
中
学
校
入
学
支
度
金
を
支
給

（
三
万
円
。
対
象
一
〇
四
八
人
）

必
要
予
算

約
三
千
百
万
円

⑤
修
学
旅
行
へ
の
助
成

（
二
万
円
。
対
象
九
六
三
人
）

必
要
予
算

約
五
千
万
円

⑥
こ
れ
ら
の
予
算
増
額
を

財

政
調
整
基
金
か
ら
、
二
億
九
千

四
百
万
円
を
繰
り
入
れ
る
。

共
産
党
議
員
団
六
名
が
提
案

者
で
す
の
で
、
他
会
派
か
ら
の

質
問
に
党
区
議
団
が
答
弁
席
で

答
え
ま
し
た
。

他
会
派
の
修
正
案
へ
の
態
度

表
明
（
賛
否
）
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
自
民
党
議
員
団
（
杉
原
議

員
）
単
な
る
バ
ラ
マ
キ
と
い
っ

た
印
象
を
ぬ
ぐ
え
ず
…
。
実
効

性
の
見
地
か
ら
は
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
。
財
政
調
整
基
金
を

投
入
し
て
ま
で
や
る
よ
う
な
緊

急
性
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
よ
っ
て
修
正
案
は
否
決
す

べ
き
。

◎
公
明
党
議
員
団
（
林
田
議

員
）
現
金
給
付
の
政
策
的
な

効
果
、
財
政
費
用
の
あ
り
か
た

に
つ
い
て
幅
広
く
議
論
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
よ
っ
て
現
時
点

で
は
修
正
案
に
反
対
。

◎
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
み
な
と
・

一
票
の
会
（
秋
元
議
員
）

今
回
は
残
念
な
が
ら
反
対
。

◎
民
主
ク
ラ
ブ
（
清
水
議
員
）

修
正
案
に
は
反
対
。

◎
み
な
と
区
民
ク
ラ
ブ
（
渡

辺
議
員
）
修
正
案
に
は
反
対
。

◎
み
な
と
か
が
や
き
（
湯
原

議
員
）
個
人
給
付
と
い
う
の

は
お
金
に
宛
先
が
書
い
て
な
い

か
ら
慎
重
に
す
べ
き
と
い
う
立

場
か
ら
反
対
。

◎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
な
と
社

民
（
阿
部
議
員
）
も
う
少
し

慎
重
に
調
査
・
研
究
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
残
念
な

が
ら
賛
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
仲
間
へ
勇
気
の
会
（
な
か

ま
え
議
員
）
所
得
制
限
の
問

題
で
す
と
か
、
ま
だ
ま
だ
検
討

す
べ
き
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
現
時
点
で
は
反
対
。

今
議
会
に
、
道
路
占
用
料
の

改
正
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
電

柱
一
本
当
た
り
七
、
一
四
〇
円

が
八
、
二
一
〇
円
に
引
き
上
げ

る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

〇
六
年
度
は
、
二
億
円
の
増
収

に
な
り
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
東
京
電
力
な
ど
の

大
企
業
が
、
営
業
の
た
め
の
資

器
材
と
し
て
、
区
道
や
公
園
に

電
話
柱
、
電
柱
な
ど
を
建
て
て

い
ま
す
。
そ
の
際
、
区
に
許
可

と
と
も
に
占
用
料
を
支
払

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

党
区
議
団
は
、
大
企
業

が
占
用
す
る
こ
と
で
得
る

利
益
に
ふ
さ
わ
し
い
占
用

料
に
す
る
よ
う
提
案
し
続

け
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
長
年

二
十
三
区
統
一
料
金
で
や
っ

て
き
た
の
で
、
「
港
区
独

自
の
料
金
は
難
し
い
」
と

の
答
弁
を
繰
り
返
し
て
き

ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、

電
柱
に
は
よ
く
広
告
看
板

が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
東
電
な

ど
の
下
請
け
広
告
会
社
が
看
板

の
設
置
料
一
万
円
以
上
を
と
っ

て
い
る
こ
と
。
港
区
の
電
話
柱
、

電
柱
な
ど
か
ら
得
る
利
益
は
、

周
辺
区
と
比
べ
て
も
格
段
の
も

う
け
が
あ
る
こ
と
。
高
い
固
定

資
産
税
で
区
民
が
苦
し
ん
で
い

る
の
に
、
大
企
業
に
は
大
判
振

る
ま
い
は
お
か
し
い
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
、
港
区
独
自
の
道
路

占
用
料
に
改
正
す
る
よ
う
提
案

し
て
き
た
も
の
で
す
。

港
区
独
自
の
改
正
に
踏
み
出

し
た
こ
と
は
評
価
で
き
ま
す
が
、

第
一
歩
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
一
日

も
早
く
港
区
に
ふ
さ
わ
し
い
道

路
・
公
園
占
用
料
に
引
き
上
げ

る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

予
算
案
に
対
し
修
正
案
を
提
出

六
名
の
党
区
議
団

区
議
会
史
上
初
め
て

白金６丁目の明治坂周辺は四季をとおし

て花がいっぱいです。地域の方々は開発か

ら自然の緑と住環境を守ろうと運動を続け

てきました。保護樹林指定をはずしナザレ

の丘に大規模集合住宅計画が・・。「緑を

守れ」と街をあげての大運動になりました。

住民の皆さんの果敢な闘いは「桜」の存置

と「クスノキ」などを敷地内へ移植するこ

とを事業者に認めさせました。

守った大樹の下で、環境を守る闘いはこ

れからも続きます。

増
収
分
の
73
億
円
は

区
民
の
福
祉
に
活
用
す
べ
き

大
企
業
の
道
路
占
用
料
の
引
上
げ
で
２
億
円
の
増
収

党
区
議
団
の
20
年
に
わ
た
る
提
案
が
実
る

◎予算委員会での共産党議員の質問から

■国が介護保険に押しつけた介護予防事業の分を

国の補助金を増やす・・一人当り月１０８円軽減

■国が出すべき調整交付金５パーセント分をきち

んと支給すれば・・一人当り月４５４円軽減

（国の姿勢を直させるためにも、調整交付金の不

足分は、とりあえず港区の責任で負担を）

介護保険料は「みんなで支え合う」という口実

で、国が福祉予算を減らし、６５歳以上(４０歳以

上も)の方全員から保険料を徴収する仕組みをつく

りました。そして、高齢化が進みサービス利用が

増えれば増えるほど保険料が上がるようにしたの

です。日本共産党は、被保険者への負担を増やさ

ないために、国の負担割合を当面３０パーセント

に引き上げることを提案しています。

介護保険料、こうすれば値
上げを押さえられます！

党
区
議
団
は
、
〇
五
年
度
の

当
初
予
算
の
特
別
区
民
税
収
入

見
込
み
よ
り
、
実
際
の
税
収
が

予
測
よ
り
も
約
七
三
億
円
と
い

う
大
変
な
増
収
に
な
る
こ
と
を

示
し
、
「
い
き
い
き
区
政
推
進

計
画
」
の
名
で
削
っ
た
福
祉
施

策
の
復
活
に
活
用
す
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。

小
泉
自
・
公
政
府
の
税
制
改

悪
に
よ
っ
て
、
収
入
は
増
え
な

い
の
に
、
新
た
に
所
得
税
や
住

民
税
を
と
ら
れ
る
人
が
で
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
の
人
が
課
税
に

な
る
と
、
国
民
健
康
保
険
料
、

介
護
保
険
料
な
ど
に
多
大
な
影

響
が
で
ま
す
。

例
え
ば
年
金
収
入
二
五
〇
万

円
の
方
の
場
合
六
万
円
が
二
四

万
円
と
四
倍
の
負
担
と
な
り
ま

す
。
（
左
の
グ
ラ
フ
参
照
）
↓

たたかいの大樹

委
員
会

予

算

★介護給付が増えると保険料が増える仕組みを変えるこ

とが重要です


